
別所温泉常楽寺の東隣に別所神社があります。古くは「熊
くまのしゃ

野社」といわれていましたが、明治11年に別所神社に改められました。拝殿

の奥には、江戸時代に建てられた、華やかな彫刻が施された本殿があります。その背面には縁結びの神を祀
まつ

った祠
ほこら

があり、神社入口の

鳥居の額に「本
ほんちょう

朝縁
えんむすび

結大
おおかみ

神」と掲
かか

げられています。拝殿の

隣には神
かぐら

楽殿
でん

があり、奥からは塩田平や浅
あさま

間連
れんぽう

峰、冬至

には富
ふ じ

士嶽
たけやま

山からの日の出が望めます。

また、別所神社は夏に開催される雨乞い祭「岳
たけ

の幟
のぼり

」の終

着地であり、三
みかしら

頭獅
じ し

子舞
まい

やささら踊りが奉納されます。

「太陽と大地の聖地」  上田市日本遺産だより
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別
べ っ し ょ

所 神
じ ん じ ゃ

社 本
ほ ん で ん

殿
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入

　選

給
料
の
一
割
は
本
買
う
べ
し
と
言
わ
れ
し
日
々
の
形
見
捨
て
が
た
く
　
　
大
井
　
敬
子

ハ
ナ
モ
モ
は
落
ち
葉
も
庭
を
楽
し
ま
す
カ
ラ
フ
ル
な
葉
の
厚
く
積
も
り
て
　
古
畑
　
悦
子

百
本
の
大
根
漬
け
し
亡
き
母
よ
私
は
沢
庵
一
本
を
買
う
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
美
登

佳

　作

介
護
の
労
葬
儀
の
労
の
力
抜
け
肩
の
荷
ス
ッ
キ
リ
降
ろ
し
て
眠
る
　
　
　
山
崎
　
深
幸

も
て
あ
ま
す
不
安
玉
と
い
う
大
き
な
ボ
ー
ル
蹴
り
飛
ば
し
た
い
カ
タ
ー
ル
の
空
へ  

菊
池
三
冶
子

行
く
ま
い
と
心
に
決
め
て
又
迷
ふ
三
十
年
出
ぬ
同
級
会
に
　
　
　
　
　
　
小
林
　
国
男

交
流
も
ふ
れ
合
ひ
も
減
り
年
の
瀬
に
　
五
度
目
の
接
種
し
て
は
い
る
け
ど
　
松
橋
　
敏
生

短
　

歌

小こ
み
や
ま

宮
山

　久ひ
さ
こ子

　選

〈
選
者
評
・
一
首
目
〉　
本
を
沢
山
読
む
よ
う
に
勧
め
ら
れ
て
若
い
日
に
買
っ
た
本
は
、
そ
の
頃
の
形
見
と
い
う

べ
き
も
の
。
だ
か
ら
捨
て
ら
れ
な
い
の
で
す
。
結
句
の
連
用
形
中
止
に
も
迷
う
気
持
ち
が
出
て
い
て
効
果
的
で
す
。

〈
選
者
詠
〉　

雪
ま
と
ふ
東
の
山
は
つ
つ
ま
し
く
夕
映
え
て
を
り
　
寒
の
目
を
上
ぐ

川
　

柳

入

　選

得
る
知
識
よ
り
も
先
行
く
物
忘
れ
　
　
　
　
窪
田
　
吉
治

あ
た
た
か
い
風
呂
と
寝
床
は
わ
が
至
福
　
　
甲
田
　
隆
登

寝
そ
び
れ
て
オ
リ
オ
ン
魅
入
る
深
夜
二
時
　
畔
上
　
綾
子

佳

　作

挨
拶
に
一
言
嬉
し
褒
め
上
手
　
　
　
　
　
　
尾
見
　
志
子

小
春
日
の
障
子
張
り
替
え
暮
れ
終
わ
る
　
　
関
　
　
敏
雄

桜
餅
ひ
と
つ
で
弾
む
午
後
の
お
茶
　
　
　
　
大
森
乃
里
子

餅
背
負
い
初
の
ひ
孫
が
歩
き
出
す
　
　
　
　
金
子
　
友
晴

八
十
路
過
ぎ
サ
ッ
カ
ー
夢
中
若
返
る
　
　
　
宮
澤
　
令
行

生
命
線
金
運
よ
り
も
俺
大
事
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
弘
道

物
言
え
ば
負
け
そ
う
だ
か
ら
笑
う
だ
け
　
　
勝
見
　
　
稔

〈
選
者
吟
〉　

へ
ぼ
将
棋
取
り
巻
く
野
次
が
勝
負
決
め

〈
選
者
評
・
一
句
目
〉　
簡
単
に
頷
き
た
く
無
い
一
句
。
で
も
的
を
射
た

表
現
に
脱
帽
。
若
い
頃
に
は
考
え
ら
れ
な
い
事
、
今
と
な
っ
て
は
、
慌

て
ず
じ
っ
く
り
と
‥
‥
で
す
ね
。

斉さ
い

藤と
う

　俊し
ゅ
ん

酔す
い

　選

俳
　

句

島し
ま
だ田

　洋よ
う
こ子

　選

入

　選

大
粒
の
涙
の
形
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
　
　
　
　
　
深
町
　
和
子

立
ち
上
る
蒸
籠
の
湯
気
年
の
市
　
　
　
　
　
高
木
　
和
代

農
仕
舞
奥
歯
に
染
み
る
新
走
　
　
　
　
　
　
山
本
　
　
進

佳

　作

霜
の
朝
堂
全
開
し
勤
行
す
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
陶
子

森
深
く
紅
天
狗
茸
異
界
な
る
　
　
　
　
　
　
君
山
　
洋
子

豆
脱
穀
機
械
の
機
嫌
伺
い
つ
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
秀
夫

秋
入
日
編
集
会
議
遅
々
と
し
て
　
　
　
　
　
神
田
　
愛
子

好
奇
心
勝
る
猫
の
目
初
氷
　
　
　
　
　
　
　
亀
井
か
ほ
る

十
二
月
三
頭
獅
子
の
舞
納
め
　
　
　
　
　
　
金
子
　
友
晴

共
白
髪
湯
飲
み
二
つ
の
炬
燵
か
な
　
　
　
　
松
沢
　
昭
一

〈
選
者
吟
〉　

里
山
の
ご
つ
ん
と
在
り
ぬ
霜
の
朝

〈
選
者
評
・
一
句
目
〉　
確
か
に
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
は
、
今
こ
ぼ
れ
ん
と
す

る
涙
の
一
瞬
を
描
い
た
形
の
よ
う
。
涙
の
形
と
言
い
切
っ
た
こ
と
で
、

句
に
説
得
力
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

文
　

芸

５月号の投稿方法
● 種類ごと別々のはがきで裏面に住所、氏名（フリガナ）、短歌・

俳句・川柳の別を記入のうえ、下記へ（未発表作に限る）。
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名
誉
市
民
　
故
金
子 

宏
氏
の

　
　  

上
田
市
葬
を
行
い
ま
す

令
和
４
年
８
月
23
日
に
91
歳
で
御
逝
去
さ
れ
た
上
田
市
名
誉
市
民
で
あ
る

故
金
子
宏
氏
の
生
前
の
御
功
績
を
た
た
え
、
哀
悼
の
意
を
表
す
る
た
め
、

上
田
市
名
誉
市
民
条
例
に
基
づ
き
上
田
市
葬
を
執
り
行
い
ま
す
。

多
く
の
市
民
の
皆
様
の「
お
別
れ
の
会
」へ
の
御
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
金
子
宏
氏
の
功
績

　
金
子
宏
氏
は
、上
田
市
殿
城
出
身
で
あ
り
、

東
京
大
学
に
進
学
後
、
租
税
に
関
す
る
研
究

を
重
ね
、
租
税
法
を
独
立
し
た
法
分
野
に
発

展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
方
税
法
に
お
い
て

も
公
平
・
適
正
な
課
税
に
多
大
な
影
響
を
与

え
、
広
く
地
方
自
治
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
課
税
要
件
の
理
論
的
解
明
と
い
う
課

題
に
初
め
て
取
り
組
み
、
今
日
の
租
税
法
学

の
基
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
業
績
を
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
平
成
30
年
に
は
、
上
田
市
出
身
者
と
し

て
初
め
て
文
化
勲
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
金
子
氏
の
極
め
て
顕
著
な
功
績

◇
市
葬

●
期
日
　
3
月
17
日 

金
曜
日

●
場
所
　 

上
田
市
交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

（
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
）

　
　
　
　
小
ホ
ー
ル

●
形
式
　 

特
定
の
宗
教
に
よ
ら
な
い

　
　
　
　
献
花
方
式

●
内
容
／
時
間

　①
葬
儀
式
／
午
前
10
時
〜
11
時
15
分

　
　 

市
内
各
種
団
体
の
代
表
者
の
皆
様
な
ど

に
御
案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
。

　②
お
別
れ
の
会
／

　
　
　
午
前
11
時
30
分
〜
正
午（
予
定
）

　
　
市
民
の
皆
様
に
よ
る
献
花
で
す
。

　
　 

ど
な
た
で
も
参
列
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　 

な
お
、「
①
葬
儀
式
」に
は
参
列
い
た
だ

け
ま
せ
ん
の
で
、
御
了
承
く
だ
さ
い
。

　
誠
に
勝
手
な
が
ら
、御
香
典
、御
供
花
、

御
供
物
な
ど
の
儀
は
、
謹
ん
で
御
辞
退

申
し
上
げ
ま
す
。

◆
金
子
宏
氏
の
略
歴

　
昭
和
5
年
　
殿
城
村（
現 

上
田
市
殿
城
）　

　
　
　
　
　
　
に
生
ま
れ
る

　
昭
和
24
年
　
上
田
松
尾
高
等
学
校（
現 

上
田

　
　
　
　
　
　
高
等
学
校
）卒
業

　
昭
和
28
年
　
東
京
大
学
法
学
部
卒
業

　
昭
和
41
年
　
東
京
大
学
法
学
部
教
授

　
昭
和
47
年
　
租
税
法
学
会
理
事
長

　
平
成
３
年
　
東
京
大
学
名
誉
教
授

　
平
成
13
年
　
税
務
大
学
校
特
別
顧
問

　
●
こ
の
ほ
か
、
政
府
税
制
調
査
会
委
員
や
地
方

　
　
財
政
審
議
会
固
定
資
産
評
価
分
科
会
特
別

　
　
委
員
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

◆
表
彰
歴

　
平
成
11
年
　
紫
綬
褒
章

　
平
成
17
年
　
瑞
宝
重
光
章

　
平
成
24
年
　
文
化
功
労
者

　
平
成
25
年
　
上
田
市
功
労
者
表
彰
特
別
表
彰

　
平
成
30
年
　
文
化
勲
章

　
令
和
元
年
　
上
田
市
名
誉
市
民

　
秘
書
課
　
☎
22

・3
4
3
5

を
顕
彰
す
る
た
め
、
令
和
元
年
に
、
新
上

田
市
発
足
後
３
人
目
と
な
る
上
田
市
名
誉

市
民
の
称
号
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
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